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別紙
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検討内容等

行
政
分
野
の
連
携

1
消費生活センターの共

同設置（県民生活課）

定期的に運営協議

会を開催
○「賀茂広域消費生活センター」を平成 28年４月に設置

2

教育委員会の共同

設置

（教育政策課・義務教育課）

第17回 H30. 5. 7

第 18 回 7.23

第 19 回 9.26

第 20 回 11.29

第 21 回 H31. 2.20

第 22 回 R1. 5.20

第 23 回 R1. 8.27

第 24 回 R1.12.12

第 25 回 R2. 2.21

第 26 回 7.8

第 27 回 11.2

第 28 回 R3. 2.18

第 29 回 5.17

第 30 回（書面）10.8

○「賀茂地域教育振興方針」平成 29年２月 21日策定（令和２年３月一部改正）

○「賀茂地域教育振興センター」平成 29年４月開所（指導主事の共同設置）

〇「静岡大学、静岡県立大学、静岡文化芸術大学と賀茂地域 1 市 5 町との包括

連携協定」を平成 30年 12 月に締結

〇R2.1.24「賀茂キャンパス（賀茂地域大学交流拠点施設）」開所

〇11.2 専門部会において、「未来を切り拓く Dream 授業・賀茂版」、指導主事の

共同設置及び専門部会での調査研究事項について協議

〇R3.2.6「未来を切り拓く Dream 授業・賀茂版」

〇R3.2.18 子どもの歯の健康づくり等について協議

〇R3.5.7 賀茂地域子どもの歯の健康づくりに関するアンケート調査の実施

〇R3.9.17～10.8 に第 30 回専門部会を書面開催。「未来を切り拓く Dream 授業・

賀茂版」等について協議

〇R3.11.20(予定）「未来を切り拓く Dream 授業・賀茂版」

3
税の徴収事務の共同処理

（税務課・市町行財政課）

第５回 H29. 8.17

第６回 9.29

第７回 10.24

今後、定期的に運営

委員会を開催

○「賀茂地方税債権整理回収協議会」を平成28年４月に設置

○平成30年度以降の共同徴収の継続決定（平成29年12月15日基本協定締結）

4

監査事務の共同化

（市町行財政課）

第２回 H28. 7. 7

第３回 10. 7

第４回 11.25

○「監査のあり方」を踏まえた、監査事務様式・マニュアル等の共有化

○「賀茂地域監査事務連絡会議」の設置

5
災害時における人的・技術的支

援体制の構築（土木防災課）

第２回 H28. 4.25 ○『賀茂地域「ふじのくに災害復旧支援隊」派遣要領』平成 28 年８月施行

○『静岡県「ふじのくに災害復旧支援隊」派遣要領』平成 29 年４月施行（拡

大）

6

地籍調査の共同実

施

（農地計画課）

第６回 H28. 5.24

第７回 7. 4

第８回 8. 9

第９回 8.25

第 10 回 9.26

○「賀茂地域における地籍調査の共同実施に関する基本協定」を平成 28年 10

月 19 日に締結し、「賀茂地域地籍調査協議会」を設置

○共同実施を平成 29年４月から開始

7

地域包括ケアシス

テムの構築・運用

（長寿政策課）

第 19回 H29. 6. 2

第 20 回 H29. 6.14

第 21 回 H29. 6.29

第 22 回 H29. 8. 9

第 23 回 H29. 8.17

第 24 回 H29. 9.15

第 25 回 H29.10.16

第 26 回 H29.11.15

○「賀茂地域における介護事業所指定・指導監督の共同実施に関する基本協定」

を平成 29年 12 月 15 日に締結し、「賀茂地域介護事業所指定・指導監督推進協

議会」を設置

○県、賀茂地域１市５町及び民間（３師会（医師会、歯科医師会、薬剤師会））

が一体となり、「賀茂地域における住民の健康寿命の延伸と生活の質の向上を

目指す基本協定」を平成 30 年２月 19 日に締結し、「賀茂地域健康寿命延伸等

協議会」を設置

8

技術的・専門的知識

を要する事務の共同

処理（技術職員の共

同利用）（市町行財政

課）

第１回 H28. 7. 7

第２回 10. 7

第３回 11.25 ○『「技術的・専門的知識を有する職員」の共同利活用～「技術的・専門的知

識を要する事務」の共同処理マニュアル～』策定

9

公共施設の長寿命

化、共同活用・管理

（水道事業）

（市町行財政課・水利用課）

第８回 H30. 1.16

第９回 4.17

第 10 回 7. 3
○市町が策定する「経営戦略・水道ビジョン」策定に係る共通仕様書を取りま

とめ

○同策定のサポート
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10 伊豆半島クリーン作戦
第４回 H28. 6.17

第５回 8.26

第６回 11. 7

第７回 12.27

第８回 H29. 8. 3

○平成27年度に15ヵ所（７市６町）で清掃活動を実施（約1,500人参加）

（平成 28年度は美しい伊豆創造センターが自主事業化）

11 伊豆半島食の祭典
○平成27年度に伊豆半島内の道の駅７箇所を含め、全10回、物産展を開催

（平成28年度は美しい伊豆創造センターが自主事業化）

12
伊豆半島周遊ルー

トの開発
○南伊豆・西伊豆地域公共交通活性化協議会と連携した観光周遊モデルルート

の策定、オープンデータの公開等

○観光周遊サイト（デカケル JP）及び賀茂地区歴史的建造物地域資源調査結果

の利活用13
歴史的建造物の保存・活用に

おける共同の景観まちづくり

14
若者定住

（賀茂地域局）

第１回 H29. 6. 6

第２回 7. 7

第３回 8. 2

第４回 9. 7

第５回 10. 5

第６回 12. 1

第７回 H30. 3.16

第８回 4.16

第９回 6.13

第 10 回 7.11

第 11 回 10.12

第 12 回 12.25

第 13 回 H31. 1.28

第 14 回 3.13

第 15 回 4.23

第 16 回 R1. 5.16

第 17 回 6.25

第 18 回 8.29

第 19 回 9.26

第 20 回 12. 4

第 21 回 R2. 2.18

第 22 回 7.16

○「賀茂の子づくり」の理念を具現化した「高校生の KAMO マルシェ」「Wikipedia

Town in 賀茂地域」「高校生が地域産業を学ぶインターンシップ」「賀茂地域で

はたらくのりもの大集合！」を実施

○移住相談受付窓口のワンストップ化を検討

○相談初期受付時の対応機能の充実・強化

○「賀茂地域１市５町の基本情報」のパンフレットを作成

○転出入時任意アンケートの全市町導入（基本項目共通化）

○新成人に対する任意アンケートの全市町実施

○第 17～19 回の専門部会において、「今後の若者定住専門部会のあり方」、「利

便性の高い窓口づくり」、「賀茂の子づくり」及び「具体的な行動・推進装置づ

くり」を中心に検討・意見交換等を実施

〇移住相談窓口担当者向け相談スキルアップ研修会の開催（9/26）

〇高校生の KAMO マルシェ 2019（11/4）

〇児童・生徒向けアンケート（小・中・高の最高学年を対象）の実施

〇賀茂地域住民向けアンケートを実施し、定住意識に対する世代間の影響及び

住民ニーズの調査を実施（R1.12～R2.1）

〇R2.7.16 専門部会において、高校生の KAMO マルシェ 2020 について協議（コ

ロナにより開催延期）
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令和３年 10月 28 日

新型コロナウイルス感染症防止対応

１ 概 要

新型コロナウイルス感染症の賀茂地域における状況、同感染症対策に係る本年度の

状況等について報告する。

２ 現 状

①陽性者発生状況（10月 26 日現在） （単位：人）

②感染者集団（クラスター）の発生（上表の内数） （単位：人）

＊県外居住者２人を含む（上表の外数）

・クラスター対応に係る拡大検査（県）

７月のクラスターの発生を受けて、飲食店関係などへの感染拡大を抑えるため、下田

市及び関係団体の協力により、下田市内の一定の地域の飲食店の従業員や利用者

などを対象とした拡大検査を実施

・クラスター対応に係る拡大検査（下田市）

県の拡大検査の対象を更に拡大して、独自に拡大検査を実施

（賀茂健康福祉センター）

月別 下田市 東伊豆町 河津町 南伊豆町 松崎町 西伊豆町 計

４月 １ １

５月 １ ６ １ １ ９

６月 ２ １ ５ ８

７月 ８３ ６ ４ ６ ３ １ １０３

８月 ３９ １０ ３ １８ ５ １１ ８６

９月 １９ １０ ５ ３ １ ３８

10月 １ １

計 １４４ ３３ １３ ２７ １０ １９ ２４６

公表日 事 案 陽性者

６月 20日 障害者支援施設（松崎町） ７

７月 22日 ボランティア団体（下田市） １５

７月 26日 接待を伴う飲食店（下田市） ８

７月 27日
接待を伴う飲食店（下田市） ９

バー（下田市） ８

７月 31日 宿泊施設（東伊豆町） ５

８月 19日 帰省した友人の集まり（松崎町） ９

８月 28日 非営利団体（南伊豆町） ８（＊）

９月 27日 事業所（下田市） ８

計９件 ７７

期 間 会 場 受検者数 陽性判明数

７月 25日～７月 30日 下田市民文化会館 ９５７人 １１人

期 間 会 場 受検者数 陽性判明数

８月４日～８月６日 下田市民文化会館 ４２６人 ０人

資料１
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③医療・相談・検査体制等

④高齢者施設関係

区 分 状 況

医療体制

○陽性患者等受入れ対応 ７室10床（２病院）

○入院受入機関患者等入院受入医療機関緊急支援（人件費等補助）、

自宅療養体制整備事業協力金、空床補償、回復患者転院促進、自

宅療養体制整備等により医療機関等を支援

相談体制

○県の「発熱等受診相談センター」が、発熱等の症状を呈する人か

らの相談を受け付け、かかりつけ医のない人に受診可能な医療機

関を案内

＊令和３年度 管内相談件数 954 件（10 月 20日現在）

〔相談センター457件、保健所 497 件〕

検査体制

○賀茂医師会の協力を得て、地域の医療機関において主に唾液によ

る PCR 検査等を実施（９月 30日現在 21機関）

＊令和３年度 管内検査件数 6,251 件（10月 10 日現在）

〔医療機関 3,357 件、保健所 2,894 件〕

患者等の健康観

察体制

○県の「自宅療養者・濃厚接触者観察事業」において県看護協会の

相談員と連携しながら、各患者等の健康観察を実施

患者や検査検体

の搬送

○賀茂健康福祉センター

・患者搬送業務（当番制）

＊患者搬送車２台、検体搬送車等２台の計４台を配備

・座位確保が困難な患者等の搬送のため、民間の介護タクシーと

契約

○賀茂方面本部（賀茂地域局）

･患者搬送業務、感染確認検査に係る業務（クラスター発生時等に

おける検査業務の補助）、PCR 等検査対象者搬送業務及び検査検

体搬送業務（当番制）

○患者搬送に係る消防本部と県との協定により、緊急搬送に対応

・下田消防本部及び駿東伊豆消防本部

区 分 状 況

関係者等への感染

防止対策の普及啓

発（支援）

○クラスター対応研修会

○感染症対応研修会

管内介護・福祉施設等職員を対象として、８月に管内３か所の

会場で開催を予定していたが、感染拡大を受けて延期

＊11 月開催予定

開催日 対象者 参加者数 備 考

6/17

管内病院職員、

管内介護老人保

健施設職員等

93人
Web形式

（賀茂キャンパス）

7/5 21 人 関係者からの要望を

受け、6/17 開催時に

収録した映像を上映

（賀茂キャンパス）

7/6 12 人

7/8 25 人
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⑤飲食店関係

３ 課題及び対応

課題① 感染防止対策等の継続

課題② 誹謗中傷対策の徹底

課題③ 新型コロナウイルスワクチンの接種

・管内市町ワクチン接種率（％） （令和３年 10月 24 日時点）

＊１ ファイザー社ワクチン接種が開始された時期に、集団免疫が成立すると一般的にいわれていた数値は 70％

＊２ イスラエルやアメリカでは、必要回数（主に２回）のワクチンを接種した人の割合が人口の４割前

後に近づくにつれ、新規感染者の抑制・低減傾向が上昇

区 分 状 況

飲食店への感染防

止対策指導

○食品衛生監視の機会に併せて、感染防止対策に係る啓発及び

指導を随時実施

区 分 内 容

基本方針

○緊急事態宣言は解除されたものの、基本的な感染防止対策の徹底につい

て、市町を通じて引き続き住民等への周知を継続

○県は市町と連携して、自宅療養者に対する生活支援等を実施

対 応
○住民等への啓発のため、市町に対し、県からのメッセージを随時、情報

共有

区 分 内 容

現 状
〇クラスター事案において、患者やその職場の従事者等に対する地元住民

からの誹謗中傷など、人権が脅かされる事例が発生

対 応

〇感染防止に関する正しい知識を身に付けるとともに、「感謝」と「思いや

り」の心を持って協力して支え合うことの重要性について、引き続き住

民に対して啓発

区 分 内 容

現 状
○管内市町の２回目の接種率は、高齢者で 90.94％、全年代で 77.39％に

到達（詳細は下表参照）

対 応
○国において第３回のブースター接種が検討されており、今後、各市町

が県担当課等と連携して接種体制を構築

高齢者 全年代

１回目 ２回目 １回目 ２回目

下 田 市 90.39 90.01 80.14 79.19

東伊豆町 90.74 90.13 78.25 76.12

河 津 町 91.57 91.10 77.51 76.80

南伊豆町 92.50 92.13 76.25 75.25

松 崎 町 92.44 91.75 80.01 78.26

西伊豆町 93.62 92.89 81.73 80.45

管 内 91.54 91.02 79.15 77.88

静岡県 92.44 91.29 75.05 66.01
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令和３年度 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症に係る国､県､賀茂 1市 5町のこれまでの対応

注）市町独自の取組は掲載の都合上、全ての取組ではなく、一部を掲載

R３ 国 県 賀茂 1市 5町

4月

4/5 まん延防止措置（大阪他 2 県）

4/12 まん延防止措置（東京他 2県）4/20 ま

ん延防止措置（埼玉他 3 県）

4/25～5/11 緊急事態宣言（東京他 3府県）

令和 3 年度当初予算 コロナ対策 538 億円

・感染拡大防止とリスクへの備え、「フジノミクス」によ

る経済の拡大、「ふじのくにライフスタイル」の創出

4/16 令和 3 年度 4 月補正予算 70 億円

・県内観光促進策の拡充

・みなみいずプレミアム商品券《第 2弾》（南伊豆町）

・中川三聖まつり・岩科重文まつり中止（松崎町）

・がんばろう西伊豆町グルメスクラッチ（西伊豆町）

5 月

5/7 緊急事態宣言の延長（5/11→5/31）

5/12 緊急事態宣言追加（愛知、福岡）

5/23 緊急事態宣言追加（沖縄）

5/28 緊急事態宣言の延長（5/31→6/20）

5/14 第 17 回本部員会議

5/14 警戒ﾚﾍﾞﾙ 5 に引き上げ

5/20 令和 3 年度 5 月補正予算 331 億円

・感染症対策、事業者支援

・黒船祭中止(下田市)

・河津エールプレミアム商品券（河津町）

・岩地温泉大漁まつり・石部の灯り中止（松崎町）

6 月

6/21 緊急事態宣言→まん延防止措置

（沖縄除く 7 都道府県）
6/26 警戒ﾚﾍﾞﾙ 4 に引き下げ

6/28 ふじのくに安全・安心認証（宿泊施設）制度

6/30 ふじのくに安全・安心認証（飲食店）制度

・河津プレミアム工事券（河津町）

・西伊豆町富士山キャンペーン（宿泊者に地域通貨）

（西伊豆町）

6/20 クラスター発生（松崎町）

7 月

7/12 緊急事態宣言追加（東京）8/22 まで

7/23～8/8 東京オリンピック

7/12～8/31 7/30 ﾊﾞｲ･ｼｽﾞｵｶ～今こそ!静岡‼元気旅‼再開

7/26 第 18 回本部員会議

7/29 警戒ﾚﾍﾞﾙ 5 に引き上げ

・熱川温泉海上花火大会中止（東伊豆町）

・石部温泉大地曳き網まつり中止（松崎町）

・河津バガテル公園休園（河津町）

・「新・下田モデル（強化・2021 夏～）（下田市）

・プレミアム商品券（下田市）

・松崎町プレミアム商品券（松崎町）

7/22 クラスター発生（下田市）

7/28～8/8 飲食店営業時短要請（下田市）

7/31 クラスター発生（東伊豆町）

8 月

8/2 緊急事態宣言追加（埼玉他 3 府県）

まん延防止措置追加（北海道他 4 府県）

8/8 まん延防止措置追加（静岡他 7県）

8/20 緊急事態宣言追加（静岡他 6府県）

まん延防止措置追加（宮城他 9 県）

8/24～9/5 東京パラリンピック

8/27 緊急事態宣言追加（北海道他 7 県）

まん延防止措置追加（高知他 3 県）

8/6 第 19 回本部員会議

8/6 警戒ﾚﾍﾞﾙ 6 に引き上げ

8/8～8/19 まん延防止措置

8/16 令和 3 年度 6 月補正予算 276 億円

・まん延防止等重点措置に伴う飲食店協力金等

8/18 第 20 回本部員会議

8/20～9/30 緊急事態宣言

8/30 令和 3 年度 8 月補正予算 213 億円 議決

・緊急事態宣言に伴う事業者支援、医療体制の強化

・海水浴場一部中止

・稲取温泉 花火演舞 8/20 以降中止（東伊豆町）

・今井浜花火大会中止（河津町）

・夏まつり花火大会中止（松崎町）

・みなみいずプレミアム商品券《第 3弾》（南伊豆町）

8/19 クラスター発生（松崎町）

8/28 クラスター発生（南伊豆町）

9 月

9/30 緊急事態宣言解除

9/10 第 21 回本部員会議

9/22 令和 3 年度 9 月補正予算 158 億円

・緊急事態宣言延長に伴う事業者支援

9/24 警戒ﾚﾍﾞﾙ 5 に引き下げ

9/28 第 22 回本部員会議

・市独自給付金事業 151,000 千円（下田市）

・下田市役所にワクチンメーター設置（下田市）

・事業継続支援給付金（松崎町）

・伊豆半島太鼓フェスティバル中止（松崎町）

・町独自地域経済活性化事業（西伊豆町）

・ふじのくに安全・安心認証制度奨励金（西伊豆町）

・バス誘客キャンペーン（西伊豆町）

9/27 クラスター発生（下田市）

10 月

10/1 警戒ﾚﾍﾞﾙ 4 に引き下げ

10/15 警戒ﾚﾍﾞﾙ 3 に引き下げ

10/15～12/15 GoToEat 再開

10/18～12/27 バイシズオカ再開

10/22 警戒ﾚﾍﾞﾙ 2 に引き下げ

11 月

12 月

1 月

2 月

3 月
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新型コロナウイルス感染症対策本部の取組状況報告（10月 26 日報告）

（静岡県危機管理部危機対策課）

１ ふじのくに安全・安心認証

(1) 認証事業

ア 飲食店

イ 宿泊施設

(2) 助成事業

２ 要請に対する協力金の支給

(1) まん延防止等重点措置(8/8、8/15、8/18～8/19)に係る要請

※ 上記件数は、飲食店と大規模集客施設それぞれの件数の合計。以下同様。

※ 10/28 までに約 8,000 件を支払予定

(2) 緊急事態措置宣言（第１期 8/20～9/12）に係る要請

※ 11 月中旬までに約 10,000 件を支払予定

(3) 緊急事態措置宣言（第２期 9/13～9/30）に係る要請

※ 11 月下旬までに約 10,000 件を支払予定

項目 申請件数 認証件数 割合

10/22 現在 14,503 11,334 78.1

10/31 見込み 15,000 12,000 80.0

項目 申請件数 認証件数 割合

10/22 現在 1,631 1,020 62.5

10/31 見込み 1,700 1,200 70.6

項目 申請件数 認証件数 割合

10/22 現在 2,079 369 17.8

項目 申請件数 支払件数 割合

10/22 現在 13,732 812 6.0

項目 申請件数 支払件数 割合

10/22 現在 14,848 106 0.7

項目 申請件数 支払件数 割合

10/22 現在 12,285 0 0.0



提 供 日 2021/10/08

タイトル Go To Eat 食事券利用自粛等の要請の解除

担　　当 経済産業部 商工業局経営支援課

連 絡 先 団体支援班

TEL 054-221-2518

Go To Eat キャンペーンの食事券の利用自粛の要請等を
解除します

　県内の感染状況が、国の「ステージⅡ」相当で落ち着きが見られる
ことから、７月27日から継続していたGo To Eatキャンペーンの販売済
み食事券の利用自粛の要請を解除し、10月９日（土）からご利用いた
だけることとします。
　また、事業実施者に対する食事券の追加販売の見合わせの要請につ
いても解除し、10月15日（金）から販売が開始されます。

区 分 時期・期間 備 考

販売済み食事券の利用
期間

10月９日（土）～
12月15日（水）

追加食事券の販売期間
10月15日（金）～
11月14日（日）

販売は赤富士券（商工
会議所連合会等）のみ

追加食事券の利用期間
10月15日（金）～
12月15日（水）

（食事券の概要）

区分 販売済み食事券 追加食事券

実施事業者 商工会議所連合会等(赤富士券)、
商工会連合会等(青富士券)

商工会議所連合会等
(赤富士券)

プレミアム率 25% 20%

券種構成
１セット1,000円券×12枚を
10,000円で販売

販売期間
令和３年10月15日から
令和３年11月14日まで

販売窓口

販売終了

県内ファミリーマート

利用期限 令和３年12月15日まで

別添２



※追加食事券の詳細は、ふじのくに静岡県Go To Eatキャンペーン（赤富士券）の
ホームページで御確認ください。
https://premium-gift.jp/fujinokunigotoeat/

※飲食店を利用する場合は、少人数・短時間で、なるべく普段一緒にいる人と利用
してください。

※飲食店の皆様につきましても、県の「ふじのくに安全・安心認証制度」による認
証を積極的に取得し、引き続き感染防止対策に万全を期してください。

【問い合わせ先】
　ふじのくに静岡県Go To Eatキャンペーン（赤富士券）
　コールセンター　0570-00-5223

  静岡県商工会Go To Eatキャンペーン（青富士券）
　コールセンター　050-5491-0495

https://premium-gift.jp/fujinokunigotoeat/


発 表 日 2021/10/08

タイトル 県民による県内観光促進事業の再開

バイ・シズオカ～今こそ！しずおか!!元気旅!!!～

担 当 スポーツ・文化観光部 観光振興課

連 絡 先 観光振興班 TEL 054-221-3637

県民による県内観光促進事業を10月18日から再開します！

県内の感染状況が、国の「ステージⅡ」相当で落ち着きが見られることから、現在停止している県民による

県内観光促進事業について、10月18日（月）から事業を再開します。今回は、従来の割引に加え、土石流の

被害により打撃を受けている熱海市の観光産業の復興を応援するため、熱海市内宿泊者には、同市内のお土産

物店等で利用できる地域クーポンを更に上乗せして、２倍にします。

事業の実施に当たっては、宿泊割引の対象を元気旅登録施設のうち「ふじのくに安全・安心認証（宿泊施設）」

を受けている施設（申請済を含）とする他、旅行者と県内受入施設双方に対し、感染防止対策の徹底を呼びか

けてまいります。

（県内を旅行する県民の皆様へのお願い）

○旅行中の感染防止対策の徹底（身体距離の確保、マスクの着用、手洗いなど）

○少人数（６人を上限）で、平日利用等、混雑する時間や場所を避けた行動を

○旅行中の御家族等身近な方以外との飲食は回避を

（県内宿泊事業者など観光事業者等への感染防止対策の徹底）

○県作成の「新型コロナウイルス感染症に関する対応指針」や観光団体が自ら作成した各業界の

ガイドラインの遵守、感染防止対策の再度の徹底

＜事業の概要＞

１ 県内宿泊施設への宿泊費及び日帰り旅行代金の割引

２ 駿河湾フェリーの運賃半額割引

概要 旅客運賃、車両・二輪運賃、周遊運賃を普通運賃から半額割引

事業期間
令和３年10月18日（月）～12月31日（金）

※ 10月１日～17日は、（一社）ふじさん駿河湾フェリーが独自に県民を対象とした割引を実施中。

割引条件 県内宿泊施設への宿泊又は、県内観光施設等への立寄り（２ヶ所以上）

対象者 静岡県民（少人数（６人を上限）での旅行に限る。）

事業期間

令和３年10月18日（月）～12月27日（月）

※ 宿泊割引：12月27日泊まで、日帰り旅行割引：12月27日発まで、地域クーポン：令和４年１月１日まで

※ 10月11日（月）から12月27日（月）の間に予約をした旅行が対象

割引等の

内 容
①宿泊割引

県内宿泊施設の宿泊費の1/2以内（１人１泊最大5,000円）

※元気旅参加施設のうち「ふじのくに安全・安心認証（宿泊施設）」を受けている施設が対象（申請済を含）

②日帰り旅行割引 旅行商品代金の1/2以内（１人最大5,000円）

③地域クーポン 割引に合わせ付与（１人最大2,000円）

熱海市内宿泊者のみ 上記に加え、熱海市内のみで利用できる地域クーポンを付与（１人最大2,000円）

利用方法

(①又は②）

①県内コンビニで購入した旅行券と地域クーポンを参加事業者への現地支払いの際に利用

②県内旅行業店舗で宿泊費等割引を受けるとともに、地域クーポンを登録事業者への現地

支払いの際に利用

問い合わせ先 １ 元気旅事務局コールセンター 電話番号 0570-666-867

２ （一社）ふじさん駿河湾フェリー 電話番号 054-353-2229

※１、２とも新型コロナウイルス感染症等の状況により、事業を停止する場合があります。

①＋③
又は

②＋③

県公式YouTube
「おしえて！後藤参事」

別添３



R4 年 賀茂 1市 5町の成人式の実施方針

実施日
会場

（対象人数）
中止基準 対策

下田市

1 月 9 日 市民文化会館

大ホール

（181 人）

検討中 ・抗原検査キットを

１人２セット配布し、

帰省前と成人式前に

検査を義務付け

・保護者の入場禁止

と来賓者を減らす

東伊豆町

1 月 9 日 東伊豆町役場

1階大会議室

（111 人）

警戒レベル５以上又は

町内でクラスターが発

生した場合、町新型コロ

ナウイルス感染症対策

本部会議で決定

・熱川、稲取の 2地区

を午前、午後に分けて

開催

・保護者の入場制限

を実施。前年同様 WEB

にて閲覧可能とする

河津町

1 月 9 日 河津中学校

体育館

（約 70 人）

・警戒レベル５以上

・町内クラスター発生

(家庭内は除く)

ワクチン接種済証又

は PCR 検査陰性証明

南伊豆町

1 月 9 日 役場 湯けむ

りホール

（94 人）

緊急事態宣言発令で

検討する

・入場は新成人のみ

・会場内は私語厳禁

・式典は 30 分以内

松崎町

1 月 9 日 環境改善セン

ター文化ホー

ル（約 61 人）

ふじのくに警戒レベル

等を基準に判断する。

中止はしない。延期す

る。

ワクチン接種又は陰

性証明

西伊豆町

1 月 9 日 中央公民館

（73 人）

検討中 検討中

別添４



歴史・文化資源を活用した広域連携事業の全体像

１ 目 的

地域の歴史・文化資源を活用した国内外の観光客に選ばれる観光地域づくり

・大河ドラマを契機に、地域が持つ歴史・文化資源に光を当て、地域住民の理解を深めるこ

とにより、地域への愛着や誇りを醸成していく。

→住民が、地域の魅力を自ら発信し、国内外から人を呼び込む地域づくりを目指す。

２ 進め方

県・市町と連携のもと、「知る・深める」、「守る・つなげる」、「売り込み・誘う」の３つの視

点で、地域の歴史・文化資源を磨き上げ、これを活用した事業を展開

（地方創生推進交付金を活用）

３ 事業計画 ＜テーマ＞武士の世の始まりから終わりまでが体感できる地域づくり

・２本の大河ドラマを機に、鎌倉時代から江戸時代までの「武士の世」に関連した歴史・文化

資源を活用し、広域周遊を促進する事業を全県に拡大

R3（2021） R4（2022） R5（2023） R6（2024）～

【鎌倉幕府の成立から終焉】
・貴族の世から武士の世へ

【戦国時代～江戸幕府の終焉】
・下克上の世から天下統一
・パクストクガワーナの終焉・開国

【歴史文化の継承】
・箱根八里日本遺産
登録 5周年（R6）

・韮山反射炉世界遺産
登録 10 周年（R7）

区 分 R2 R3 R4 R5

大河ドラマ放映

調査
・テーマ別年表作成、

・広報用素材収集 ほか

資源の磨き上げ、誘客準備
・住民による資源活用への支援

・旅行商品企画の促進 ほか

誘客
・旅行キャンペーン

・web スタンプラリー ほか

R5.1～大河ドラマ

（どうする家康）

R4.1.9～大河ドラマ

（鎌倉殿の 13人）

鎌倉

(東部・伊豆)

(県全域)

鎌倉～江戸初期 江戸中～後期

(東部・伊豆)

(県全域)

（鎌倉～江戸後期）

(東部・伊豆）

「鎌倉殿の 13 人」 「どうする家康」

(県全域)

⇒県全域)

鎌倉殿

鎌倉殿

家康

武士の世

家康(県全域)

武士の世
(県全域)

(県全域)

R4.1.15～R5.1.15（予定）

伊豆の国市大河ドラマ館

資料３
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歴史・文化資源を活用した広域連携事業 東部・賀茂地域の取組

（東部地域局）

（要旨）

2022 年大河ドラマ「鎌倉殿の 13 人」を活用した広域周遊促進に向け、県と東部・伊豆

地域の 20 市町、観光・商工関係団体等で「大河ドラマ『鎌倉殿の 13 人』ゆかりの地 伊

豆・富士山周遊促進連絡協議会」（以下、「協議会」という。）を設立した。

協議会では、地方創生推進交付金を得て県が実施する歴史・文化資源を活用した広域

連携事業予算を有効に活用し、県と共催で誘客、広域周遊促進事業等を展開していく。

（令和３年度事業内容）

協議会では、広域連携事業のうち「売り込み・誘う」事業を中心に誘客、広域周遊の促

進に取り組む。

区分 事 業 主 な 内 容 県担当

知る・

深める

歴史的観光資源

調査

・2023 年大河ドラマ「どうする家康」を先取りした全

県、武士の世（室町～幕末）を対象とした調査

観光

交流局

文化財の魅力

発信

・ウェブサイト「しずおか文化財ナビ」の運営

・「ふじのくに文化財オータムフェア」の開催
文化局

歴史文化の紹介 ・歴史と史跡等を組み合わせた動画の制作・発信
東部

地域局

守る・

つなげる

文化財の保存・

継承

・地域の文化財保存・活用団体の認定・表彰

・市町の文化財保存活用地域計画の作成促進

・指定文化財の修理・整備

文化局

売り込み・

誘う

誘客宣伝・

広域周遊

・特設ウェブサイトの構築・運営

・広域周遊に向けた情報発信拠点の整備・運営（伊豆

の国市大河ドラマ館周辺に設置を想定）

・広域周遊ガイドマップの制作

・ウェブスタンプラリーの実施

・神奈川県と連携した広域周遊促進

・民間団体等による旅行商品の企画・売り込み

東部

地域局

機運醸成
・共通ロゴの制作

・ＮＨＫ関連媒体を活用した地域紹介

消費喚起
・地域内の歴史や文化等の地域の魅力をテーマとし

た土産品等の消費喚起事業の実施
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ふじのくにＤＸ推進計画（2022-2025）＜概要版＞

デジタル技術が支える“新しい静岡時代”
 〜移動、時間、所有、⾔語の制約から解放された共創社会の実現〜
＜暮らす・楽しむ＞
　日々のデータが、個人の日常生活に活用される社会
＜学ぶ・究める＞
　知能と技能がシェアされ、場所と時間を選ばない学びの場
＜働く・磨く＞
　バーチャルとリアルの融合が生み出す新しい働き方
＜つながる・支え合う＞
　⾔葉や障害の壁を越えた新しいコミュニティの創造

基本理念

目指す姿

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

  ウィズコロナ時代の新しい生活様式への対応

　　　　　　　　　　

  デジタル技術の実装への支援

　　　　　　　　　　

  社会のスマート化に向けた環境整備
　　　　　　　　　　

  データの分析・利活用の推進 ⚪情報セキュリ ティ の強化

○デジタル人材の育成・ 強化

○デジタル機器の取扱いが不得意な方への支援

○市町基幹業務システムの標準化・ 共通化への支援

○ふじのく にのデジタル化事業の拡充

○県有施設のデジタル化（ web・ ｷｬｯｼｭﾚｽ）

○オープンデータ の利活用の促進

〜施策を支える基盤〜

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

  デジタル化推進のためのデバイド対策の実施

基本方針

地域社会におけるデジタル化の牽引
市町ＤＸの推進への支援
県庁ＤＸの推進と新たな価値の創造

　　　　　　　　　　

重点取組

市町ＤＸの推進への支援
 支援内容 目標 

共通課題
に対する

取組 

⾏政⼿続のオンライン化 
・市町の汎⽤電⼦申請システムの更新⽀援 
・共同調達希望の市町に対する技術的⽀援 
・ぴったりサービスの活⽤促進

・汎⽤電⼦申請システムの更新（〜R4.3）
・26手続のぴったりサービスを⽤いた 
 オンライン化を実施（〜R5.3）

情報システムの標準化・共通化 
・市町の対応予定調査 
・各ベンダーに標準化対応方針をヒアリング 
・市町を導入ベンダーごとに分け、勉強会開催 

・業務フロー等の整理 （〜R5.3） 
・主要17業務のシステムを標準 
 システムへ移⾏ （〜R8.3）

広域的な
取組 

ＡＩ・ＲＰＡ導入推進 
・市町におけるＩＣＴ導入実証事業の実施 
 （⾳声認識技術、ＡＩ－ＯＣＲ） 
・R4年度の共同調達に向けた検討 

・R4年度に複数市町での ＩＣＴ
 共同導入を実現
 

リテラシー向上、デバイド対策 
・ＩＣＴエキスパート活⽤事例の紹介 
・先進事例の情報提供、市町への横展開 
・国のデジタル活⽤⽀援推進事業の周知

・ＩＣＴエキスパート派遣回数増加 
・市町や⺠間事業者の取組促進

1
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自治体ＤＸ推進⼿順書 全体工程表

令和３年度における市町支援のスケジュール 
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市町の基幹（20）業務システム

+戸籍、 戸籍付表、 印鑑登録
（ ３業務追加）

標準化・共通化 スケジュール

計画立案フェ ーズ
補助対象経費

移行フェ ーズ
補助対象経費
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標準化・共通化に向けた課題

[課 題]
・今回の標準化・共通化ではカスタマイズが認められない
 ⇒ システムに合わせた業務フローの⾒直し等が必要

・現⾏システムからの移⾏作業（委託ベンダーによるところ⼤）
  ⇒ 全国⼀⻫の作業でベンダーは⼤規模自治体を優先の可能性
  県内 SBS15、TKC8、NEC4、富⼠通3、日⽴2、⾏政1
  業務ごと異なるベンダーと契約している自治体は⼤変

・庁内での推進体制の構築が必要
  ⇒ 情報政策担当課とシステム利用課の密な連携が必要

 固定資産税課税システムの標準化・共通化に関する課題
 １  実務⼿順の不統⼀
   ⼟地家屋の減価補正率、課税標準額１円未満処理、路線価の有効桁数
 ２  データ構造の不統⼀
   地番表記の相違（○○番地⇔ ○○ー ）、地目の管理方法の相違
 ３  評価機材の不統⼀
   別構成の家屋図形評価システム等により算出の評価額を取り込む
 
                 

      実務⼿順、データ構造、評価機材の統⼀が必要
      標準化前後の乖離、継続性の検証を職員で実施

標準化・共通化に向けた課題の具体例
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令和３年 10 月 28 日

教育委員会の共同設置専門部会

（要 旨）

第30回の専門部会を開催し、「未来を切り拓くDream授業・賀茂版」等について協議を行っ

た。なお、今回は新型コロナウイルス感染症拡大への対応として、書面にて開催した。

１ 会議の概要

２ 協議内容

(1)「未来を切り拓くDream授業・賀茂版」

８月19日（木）、20日（金）に賀茂キャンパスで開催予定であったが、延期

→延期後の対応について、別紙のとおり決定

・日時：11 月 20 日（土）、賀茂キャンパス

・翌日（11/21）に静岡県立大学と下田高校、松崎高校、稲取高校が参加するサマースク

ール（フィールドワーク）を計画中

(2)「しずおか寺子屋 in賀茂キャンパス」

８月３日（火）、４日（水）に賀茂キャンパスで開催予定であったが、取りやめ

→その後の対応について、以下のとおり決定

・年度内（冬休みなど）での再実施は学校や児童生徒の日程確保が困難

・来年度（夏休みなど）に開催を延期

３ 情報共有

(1)大学との連携

・令和３年度 賀茂キャンパス関連事業（10月現在。資料１）

・若旅IN賀茂キャン（10/30開催。資料２）

４ 今後のスケジュール（予定）

（県教育委員会）

時 期 予 定 内 容

２月頃 第31回専門部会
・Dream授業振り返り、翌年度の方針（寺子屋含む）

・学校統合に係る検討 など

（日時）令和３年９月17日（意見提出依頼）～10月８日（取りまとめ結果共有）

（議事）「未来を切り拓く Dream 授業・賀茂版」「しずおか寺子屋 in賀茂キャンパス」

延期後の対応について／その他情報共有

資料５
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「未来を切り拓く Dream 授業・賀茂版」実施概要（案）

（賀茂地域広域連携会議 教育委員会の共同設置専門部会

（賀茂１市５町及び県教育委員会））

１ 目的

「賀茂は一つ」の想いのもと、ふるさとに誇りと愛着を持ち、地域の発展に貢献

できる「賀茂の子」を育むため、賀茂地域に想いを寄せ力を尽くしている講師陣の

講義を通じて、日常生活では目に触れることがない地域の実情や、講師の人間性等

に触れるとともに、お互いに刺激し合える仲間を地域内につくることで、自分の生

まれ育った地域が大好きな子供たち、「地域のためになりたい」という思いを持つ

子供たちを育成する。

２ 概要

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、開催を11月に延期

３ 時間割（調整中）

項 目 内 容

日 程

・（当初）８月 19 日（木）、20 日（金）

→（変更後）11 月 20 日（土）

＊新型コロナウイルス感染症拡大状況によって、リモート等への切替の可能性あり

場 所 ・賀茂キャンパス（県下田総合庁舎内 下田市中５３１－１）

対 象

・賀茂１市５町の中学１～２年生（28 名）

・令和２年度参加予定の３年生で希望する者は参加可（７名）＊計 35 名

→８月参加予定だった上記生徒に再度確認(追加参加も可とする）

・大学生（静岡県立大学）が学生サポーターとして参加

（11/21 大・高校生（下田高・稲取高・松崎高）対象のフィールドワーク実施）

内容 時間 講師 ＊敬称略

オリエンテーション 9：10～9：20

１時間目 9：20～10：20 土屋優行（静岡県特別補佐官）

２時間目 10：30～11：30 芹沢安久（カネサ鰹節商店）

昼休み 11：30～12：30

３時間目 12：30～13：30
酒井厚志（白浜マリーナ代表取締役社長、日本サーフィ

ン連盟理事長）

４時間目 13：40～14：40 高瀬真由（地域おこし協力隊）

５時間目 14：50～16：20
八木健祥（静岡県立大学ツーリズム研究センター長）

・大学生も交えた討議等

連絡事項 16：20～16：30
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令
和

３
年

10
月

１
日

時
点

項
目

主
な
関
係
団
体

月
日

場
所

内
容

観
光

人
材
育
成
の
た
め
の
社
会
人
講
座

静
岡
県
立
大
学

原
則
毎
月
第
３
金
曜
日

(
8
月
は
実
施
な
し
、
9
月
は

延
期
)

賀
茂
キ
ャ
ン
パ
ス

大
学
が
な
い
賀
茂
地
域
の
住
民
の
学
び
の
場
の
創
出
及
び
主
産
業
で
あ
る
観
光
業
に
携
わ
る
方

の
新
た
な
気
づ
き
や
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
。

高
校

生
の
た
め
の
観
光
講
座

静
岡
県
立
大
学
、
下
田
高
校

6
/
1
2
（
土
）
、
7
/
1
0
（
土

）
、
1
0
/
9
（
土
）
、
1
1
/
1
3
（

土
）

下
田
高
校

高
校
生
向
け
の
出
前
講
座
を
下
田
高
校
の
生
徒
を
対
象
に
土
曜
日
に
開
催
。

テ
ー
マ
は
観
光
に
関
す
る
こ
と
。

 し
ず

お
か
寺
子
屋
I
N
賀
茂
キ
ャ
ン
パ
ス

 県
教
育
政
策
課
、
県
社
会
教
育

 課
、
各
市
町
教
育
委
員
会
、
下

 田
高
校
、
静
岡
大
学
、
常
葉
大

 学

 8
/
3
（
火
）
、
8
/
4
（
水
）

 賀
茂
キ
ャ
ン
パ
ス

 地
域
の
小
中
学
生
相
手
に
教
員
志
望
の
高
校
生
、
大
学
生
、
校
長
O
B
が
勉
強
を
教
え
る
。

 夕
方
以
降
に
高
校
生
・
大
学
生
と
の
交
流
や
校
長
O
B
か
ら
高
校
生
や
大
学
生
に
授
業
の
よ
う
な

も
の
を
行
う
予
定
。

 8
/
4
は
東
伊
豆
町
と
松
崎
町
が
個
別
に
寺
子
屋
を
実
施
す
る
。
希
望
者
が
い
れ
ば
そ
ち
ら
に
行
く

こ
と
も
可
能
。

博
物

館
学
芸
員
養
成
課
程

「
博

物
館
実
習
」

静
岡
文
化
芸
術
大
学

8
/
9
（
月
）
～
8
/
1
3
（

金
）

上
原
美
術
館

静
岡
文
化
芸
術
大
学
の
大
学
生
８
名
が
上
原
美
術
館
の
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
。

ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

県
教
育
政
策
課
、

静
岡
県
立
大
学
、
管
内
高
校

8
/
1
8
（
水
）

1
0
～
1
1
月
（
未
来
を
切
り

拓
く
D
r
e
a
m

授
業
　
賀
茂
版
と
同
じ
時

期
で
検
討
）

賀
茂
キ
ャ
ン
パ
ス

未
来
を
切
り
拓
く
D
r
e
a
m
授
業
　
賀
茂
版
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
来
る
大
学
生
と
地
元
の
高
校
生

の
交
流
の
機
会
を
設
け
る

と
と
も
に
、
地
元
の
高
校
生
に
大
学
の
授
業
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
進
路
形
成
意
識
の

醸
成
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
。

伊
豆
地
域
に
関
す
る
講
義
を
行
っ
た
後
、
大
学
生
と
地
元
の
高
校
生
が
一
緒
に
な
っ
て
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
・
賀
茂
地
域
の

ジ
オ
サ
イ
ト
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
報
告
会
を
行
う
。

未
来

を
切
り
開
く
D
r
e
a
m
授
業
　
賀
茂
版

県
教
育
政
策
課
、

静
岡
県
立
大
学
、
管
内
高
校

8
/
1
9
（
木
）
、
8
/
2
0
（
金

）
1
1
/
1
3
(
土
)
o
r
1
1
/
2
0
（
土

）
賀
茂
キ
ャ
ン
パ
ス

管
内
中
学
生
を
対
象
に
賀
茂
地
域
に
想
い
を
寄
せ
、
力
を
尽
く
し
て
活
躍
し
て
い
る
大
人
が
講

師
と
し
て
授
業
を
行
い
、

日
常
で
は
目
に
触
れ
る
こ
と
が
な
い
地
域
の
実
情
や
講
師
の
人
間
性
等
に
触
れ
る
と
と
も
に
、

仲
間
を
地
域
内
に
作
る
こ

と
で
、
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
が
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
目
指
す
。

高
校

生
交
流
モ
デ
ル
事
業
（
賀
茂
ラ
ボ
）

賀
茂
ラ
ボ
P
T
、
下
田
高
校

9
/
3
（
金
）

1
0
月
9
日
（
土
）

下
田
高
校

賀
茂
地
域
キ
ャ
リ
ア
ラ
ボ
（
有
志
の
大
学
生
）
が
下
田
高
校
生
と
の
交
流
事
業
を
企
画
。

９
月
３
日
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
で

中
止
を
決
定
。

1
0
月
9
日
（
静
岡
県
立
大
学
の
高
校
生
の
た
め
の
観
光
講
座
と
同
日
）
に
規
模
を
縮
小
し
て
実
施

予
定
。

若
旅

I
N
賀
茂
キ
ャ
ン

若
旅
P
T
、

静
岡
大
学
、

静
岡
県
立
大
学
、

静
岡
文
化
芸
術
大
学

1
0
月
3
0
日
(
土
）
(
オ
ン
ラ

イ
ン
）

令
和
４
年
２
～
３
月
（
現

地
）

賀
茂
地

域
、
オ

ン
ラ
イ

ン

賀
茂
地
域
の
魅
力
を
大
学
生
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
大
学
生
主
体
で
企
画
立
案
を

行
う
伊
豆
観
光
学
生
ツ

ア
ー
を
開
催
す
る
。

今
年
度
は
ま
ず
費
用
が
あ
ま
り
か
か
ら
ず
に
気
軽
に
参
加
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
開
催

し
、
賀
茂
地
域
に
興
味
関

心
を
も
っ
た
学
生
向
け
に
実
際
に
賀
茂
地
域
に
来
て
体
験
や
交
流
を
す
る
リ
ア
ル
ツ
ア
ー
を
開

催
す
る
２
段
階
で
開
催
を

予
定
。

1
0
/
3
0
（
土
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
。
令
和
４
年
２
～
３
月
に
リ
ア
ル
ツ
ア
ー
を

予
定
。

オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

静
岡
県
立
大
学
、
稲
取
高
校

1
1
/
1
6
(
火
)

県
立
大
学

稲
取
高
校
の
生
徒
が
県
立
大
学
を
訪
問
し
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
よ
う
な
こ
と
を
行

う
予
定
。

漫
画

「
賀
茂
の
観
光
資
源
」

静
岡
県
立
大
学
、

静
岡
文
化
芸
術
大
学

1
2
月
ま
で
に
完
成
予
定

―
賀
茂
地
域
を
紹
介
す
る
冊
子
を
漫
画
で
作
成
す
る
。

県
大
が
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
、
文
芸
大
が
イ
ラ
ス
ト
作
成
。

賀
茂

地
域
観
光
景
気
調
査

静
岡
県
立
大
学
、

管
内
商
工
会
議
所
・
商
工
会
・

観
光
協
会

毎
月

―

賀
茂
地
域
の
商
工
会
や
観
光
協
会
へ
賀
茂
地
域
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
及
び

今
後
の
業
況
フ
ォ
ロ
ー
な

ど
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
毎
月
実
施
。

賀
茂
地
域
１
市
５
町
の
商
工
会
議
所
・
商
工
会
と
観
光
協
会
（
対
象
１
２
団
体
）
。

調
査
結
果
を
各
団
体
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
状
況
が
刻
々
と
変
化
し
て
い
る
中
、
賀
茂
地
域

の
状
況
把
握
・
認
識
共
有

と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

出
前

講
座

静
岡
県
立
大
学
、
稲
取
高
校

調
整
中

稲
取
高
校

県
立
大
学
の
先
生
が
稲
取
高
校
で
出
前
講
座
を
開
催
す
る
。

５
月
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た
が
コ
ロ
ナ
で
延
期
。

フ
ォ

ー
ラ
ム
の
開
催

静
岡
大
学

―
賀
茂
キ
ャ
ン
パ
ス

能
登
半
島
の
よ
う
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
出
来
れ
ば
と
の
こ
と
構
想
。

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
検
討
段
階
。

令
和

３
年

度
　
賀

茂
キ

ャ
ン
パ

ス
関

連
事

業

7/
26

 コ
ロ
ナ
感

染
拡
大

の
た
め
中

止
（
今

後
の

開
催
に
つ
い
て
は

未
定

）
→

9/
6　

冬
に
開
催

検
討
し
た
が

、
今

年
度
は

中
止

の
方
向

7/
30

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症

の
感
染
拡

大
の
た
め

11
月

頃
に
延

期
す
る

→
ド
リ
ー
ム
授

業
の

前
後
に
開

催
す
る
か

検
討
中

7/
30

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感

染
症

の
感
染
拡

大
の
た
め

11
月
頃

に
延

期
す
る

→
9/

6時
点

で
11

/1
3（

土
）

or
20

（
土

）
の

ど
ち
ら
か

１
日

で
開

催
す
る
こ
と
で
調

整

8/
8　

賀
茂

ラ
ボ
メ
ン
バ

ー
会

議
で

8月
末

ま
で
蔓

延
防

止
が
出

た
こ
と
を
考

慮
し
、
日

程
を
再

調
整
す
る
こ
と
を
決
定

。
→

8/
10

　
下
田

高
校

稲
葉
先
生

へ
連

絡
済

→
8/

26
事

業
の

中
止
を
決

定
、
こ
れ
ま
で
の

取
組

の
ま
と
め
を
作

成
依
頼

実
施

済

3



令和３ 年 10 月１ 日

若旅 I N賀茂キャン（ 大学生ツアー）

１ 要旨

若旅 I N賀茂キャンは、 賀茂地域の魅力を大学生に発信するこ と を目的と し た、 大学

生主体で企画立案を行う 伊豆観光ツアーである。

昨年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点からオンラインツアーを実施し た。

今年度は、オンラインツアー及びリアルツアーの２ 段階構成での実施とし 、第１ 弾のオ

ンラインツアーを令和３ 年 10月 30 日に開催する。

２ オンラインツアー
（ １ ） 概要

（ ２ ） コ ンテンツ内容

①賀茂てぃびてぃ ～「 賀茂」 ×「 アクティ ビティ 」 ～（ 静大青木さん、 県大田口さん担当）

②賀茂に夢を宿し て(文芸大風岡さ ん、 坂東さ ん、 県大原口さ ん担当)

③賀茂を食べ尽く す（ 静大北嶋さ ん、 菊地さん担当）

３ スケジュール

（ 若旅プロジェク ト ・ 賀茂地域局）

日時 令和３ 年 10 月 30 日（ 土） 15： 00～17： 00

対象 大学生（ 県内外問わず）

費用 700円（ お土産代とし て（ お菓子、お茶漬けの素、ポスト カード 等を事前送付））

募集期間 令和３ 年９ 月 21 日（ 火） ～令和３ 年 10 月 15 日（ 金）

・ 東伊豆町の細野高原で人気のパラグライダーの体験動画を活用し 、 細野高原の景色や

アク ティ ビティ を PRするとと も に、 ジオサイ ト と し ての魅力を紹介する。

・ 海沿いを中心と し たサイクリ ング映像を流し ながら 、 景色や地形について解説する。

・ 地域に深く 関わり のある宿泊施設について、 賀茂地域なら ではの宿泊施設の運営上の

工夫・ PRポイント について、 インタビューを通じ て紹介。

・ 異なる運営形態（ ホテルと民宿） の施設を比較し ながら紹介する。

日時 内容 備考

R3. 6. 10 キッ ク オフ ミ ーティ ング Zoomミ ーティ ング

オンライ ンツアー

開催まで随時

オンラ イン ミ ーティ ング・ 事前視

察・ 関係団体と の調整

Zoomミ ーティ ング（ 週に１ 回）

R3. 9. 21～10. 15 参加者募集

R3. 10. 30 オンラ インツアー開催

R3. 11 オンラ インツアー反省会

（ プロジェ ク ト メ ンバー追加募集）

リ アルツ アー開催

まで随時

オンラ イン ミ ーティ ング・ 事前視

察・ 現地調整・ 関係団体との調整 Zoomミ ーティ ング

R4. 1 参加者募集

R4. 2 リ アルツアー開催

・ ジオサイト である堂ヶ島の近隣にある堂ヶ島食堂から 、 西伊豆の特産品である鰹節や鰹の

加工品を生中継で紹介。

・ 地元松崎町にあるおすすめのカフェのほか、 賀茂地域の魅力的なカフェ を紹介

＜ミ ーテ ィ ングの様子＞

4



４ 検討体制等

( 1)目的・ 方向性

・ 協定３ 大学の学生を対象に、賀茂地域を知るきっかけづく り を目的と した、気軽に

参加できるオンラインツアーを先に開催する。

・ オンラインツアーの参加者等を対象に実際に現地を案内するリアルツアーを開催し、

魅力を体感すること で賀茂地域への学びを深めても ら う 。

( 2)プロジェク ト メ ンバー

・ 協定３ 大学の学生により プロジェ クト チームを結成し 、 企画・ 立案を行う 。

◎： プロジェ ク ト リーダー

※若旅 I N賀茂キャンプロジェ ク ト メ ンバーが作成し たロゴマーク

（ 左 ） プロジェ ク ト チームのグループ LI NEのアイコ ンとし て使用

（ 右 ） オンラ インツアー当日のバーチャ ル背景とし て使用予定

（ 両方） Ｐ Ｃへ貼るステッ カーと し て配付予定。

（ 静岡文化芸術大学２ 年 風岡ひなたさん作）（ 静岡県立大学１ 年 田口心湖さ ん作）

（ 参考） ” オンラインツアー” とは・ ・

・ ネッ ト 環境があればいつでもどこでも 楽しむこ とができる「 疑似旅行」 であり 、 オン

ライン上の案内人により 、 家にいながら現地のこと （ 地域の自然・ 歴史・ 町並み等の

魅力） を見て学ぶことができる。

・ YouTubeや動画サイト とは異なり 、 実際に現地の方と交流し、 双方向のコミ ュニケー

ショ ン・ 体験が可能である点がオンラインツアーの魅力である。

・ 体験と して、 地域の当事者からの直接的な学び、 地場産品・ ご当地グルメ を満喫（ 調

理・ 飲食）、 生産者との交流（ 時間の共有）、 アクティ ビティ の疑似体験を通じて、 次

の機会には実際にその地に足を運び、リ アルな体験をしたいという 気持ちにつなげる。

・ Web コミ ュニケーショ ンツール（ Zoomや Skype） を活用し、 ツアー時間は 30分～３ 時

間程度が一般的である。

大学 氏名 学年等

静岡大学 菊地 凛

北嶋 泰成

青木 奏磨

教育学部３ 年（ 松崎町出身）

地域創造学環３ 年（ 三島市出身）

地域創造学環２ 年（ 藤枝市出身）

静岡県立大学 三村 あゆみ

田口 心湖

原口 瑠菜

経営情報学部２ 年（ 磐田市出身）

経営情報学部１ 年（ 静岡市出身）

経営情報学部１ 年（ 静岡市出身）

静岡文化芸術

大学

◎風岡 ひなた

坂東 夏穂

文化政策学部２ 年（ 栃木県出身）

文化政策学部２ 年（ 福井県出身）
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静岡県ごみ処理の広域化及び処理施設の集約化の推進
（環境局廃棄物リサイクル課）

１ 要 旨

人口減少の進展による、一般廃棄物排出量の減少、処理施設（能力）の余剰の増加等に

対応するため、環境省の方針を踏まえながら、市町との連携のもと、県が「静岡県ごみ処

理広域化・ごみ処理施設集約化計画」（以下「広域化計画」という。）を策定し、ごみ処理

の広域化及び処理施設の集約化を推進する。

２ 概 要

（１）ごみ処理広域化の検討の必要性及び本県の取組

人口減少に伴い、ごみ排出量の減少が見込まれることから、処理施設の新設や更新に当

たって近隣市町との共同処理を検討し、支援していく必要がある。

平成31年３月に、環境省から各都道府県に令和３年度末までに広域化計画を策定する

よう通知されたことを受け、本県では、広域化計画の策定に向け、市町との検討会を開

催し合意形成を図りながら、調査・検討を進めている。

（２）環境省の方針

・計画期間は原則10年（20～30年後の人口及びごみ排出量を予測、考慮すること）

・環境省通知では、発電等のエネルギー利活用の観点から、焼却施設は、まずは100ｔ/

日以上を目指し、100～300ｔ/日未満の施設についても300t/日以上の集約化を検討す

ることを明示

・焼却施設を新設する際に活用する循環型社会形成推進交付金の交付要件に、ごみ処理

の広域化・施設の集約化の検討を追加

（３）広域化計画の概要

（４）これまでの取組状況及び今後の予定

（参考） 県全体のごみの排出量の将来推計

賀茂地域では、令和13年度は30％減、令和34年度は65％減と見込まれる。（県試算）

区 分 内容

期 間 令和４～13年度（10年間）

目 的 共同での広域処理や施設集約による持続可能な処理体制の構築

圏 域 ４ブロック（賀茂、東部、中部、西部）

時期 内容

令和２年度 排出量の将来予測や広域化シミュレーション、市町検討会による素案策定

令
和
３
年
度

４～８月 素案の再調整・検討会の実施（県内４圏域）

10～11月 検討会の際に出た意見を反映させた最終素案の確認（県内４圏域)

12月～３月 パブリックコメントの実施・計画策定

基準年
ごみの排出量推計値（単位：千t）

計画期間終期 長期的な展望 減少率（2018年比）

2018年（H30） 2031年（R13） 2052年（R34） 2031年（R13） 2052年（R34）

県全体 1,206 1,064 848 ▲12％ ▲30％

賀茂地域 32 22 11 ▲30％ ▲65％

東部地域 387 329 244 ▲15％ ▲37％

中部地域 388 337 265 ▲13％ ▲32％

西部地域 399 376 328 ▲ 6％ ▲18％

資料６
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南伊豆地域におけるごみの広域処理の動き

（環境局廃棄物リサイクル課）

１ 概 要

ごみ処理施設の老朽化に伴い、下田市、南伊豆町、松崎町、西伊豆町の１市３町

において、ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討を行っており、令和２年度末に、

各市町の首長とも共同整備への参加を表明した。

また、その後の協議により、ストーカ式の焼却方式を採用すること及び一部事務

組合を設立することについて合意した。

令和３年９月に広域処理に向けた基本構想を策定し、今後、市議会等において説

明を行う予定である。

２ 現在の協議・検討状況

３ 今後の整備等のスケジュール（予定）

４ 県が策定する静岡県ごみ処理広域化計画との関連

・20～30年後の人口減少の進展等を踏まえ、一般廃棄物の処理主体である市町と連

携し、令和３年度中に県全体のごみ処理広域化計画を策定する。（環境省は全都

道府県に令和３年度末までに計画を策定するよう通知）

・今回の南伊豆地域の広域処理の動きを反映した内容で策定を進めている。

・県による推計結果では、賀茂地域のごみの排出量は、平成 30 年度の実績と比較

すると、計画期間終期（令和 13 年度は 30％減）、長期的な展望（令和 34 年度）

は 65％減となる。

・長期的な展望では、東伊豆町及び河津町（東河環境センター）も含めた広域処理

とする内容とし、各市町と共有している。

５ 現行の焼却施設の解体事業費について

・解体事業費に係る循環型社会形成推進交付金の活用について、解体の時期及び跡

地利用の有無等が決定していないため、今後、対象施設等を市町間で協議する必

要有り。

６ 県の対応

・今後も、賀茂健康福祉センターを通じて情報収集を続けるとともに、必要に応じ

て助言や参考となる情報提供等を行う。

区 分 内 容

処理方式 焼却方式（ストーカ式）

規模 調整中（基本構想における施設規模：58t/日）

設置場所 現下田市ごみ処理施設敷地内で調整中

事務主体 一部事務組合

設置・運営主体 公設民営方式で検討中

期間 事業内容

令和３年
国庫の循環型社会形成推進交付金に係る地域計画の承認

申請（令和３年 12 月頃）

令和４年～５年 焼却施設・ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ推進施設 調査・設計

令和６年～９年 焼却施設 本体整備

令和６年～11 年 ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ推進施設 本体整備
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2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052

起点

ｔ/
日

H２８ H２９ H３０
H３１
Ｒ１

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14 Ｒ15 Ｒ16 Ｒ17 Ｒ18 Ｒ19 Ｒ20 Ｒ21 Ｒ22 Ｒ23 Ｒ24 Ｒ25 Ｒ26 Ｒ27 Ｒ28 Ｒ29 Ｒ30 Ｒ31 Ｒ32 Ｒ33 Ｒ34

1 下田市 南伊豆
下田市営
じん芥
処理場

焼
却

ストーカ
式（可
動）

准連続
運転

56 2 1982 2007 2002 2017 2027
共同
整備
表明

○ ○ ○ ○ 38 ○ 40
建
替

建
替

建
替

建
替

稼
働

20 ○ ○ ○ ○ 25

2 南伊豆町 南伊豆
南伊豆町
清掃
センター

焼
却

ストーカ
式（可
動）

バッチ
運転

15 1 1991 2016 2011 2026 2036
共同
整備
表明

○ ○ ○ ○ 29 ○
建
替

建
替

建
替

建
替

建
替

稼
働

20 ○ ○ ○ ○ 25

3 松崎町 南伊豆
クリーン
ピア
松崎

焼
却

ストーカ
式（可
動）

准連続
運転

16 1 1999 2024 2019 2034 2044
共同
整備
表明

○ ○ ○ ○ 21 ○ 23 ○ 25 ○ ○ ○ ○ 30 ○ ○ ○ ○ 35 ○ ○ ○ ○ 40 ○ ○ ○ ○ 45

4 西伊豆町 南伊豆
西伊豆町
クリーン
センター

焼
却

流動床
式

全連続
運転

45 1 1998 2023 2018 2033 2043
共同
整備
表明

○ ○ ○ 21 22 ○ 24 25 ○ ○ ○ ○ 30 ○ ○ ○ ○ ○

5

南伊豆地
域一部事
務組合
（調整中）

南伊豆 未定
焼
却

ストーカ
式(可動)

未定
未
定

未
定

2027
(予定)

2052 2047 2062 2072

R３.３
１市３
町共同
整備参
加表明

建
替

建
替

建
替

（
予
定

）

稼
働

20 ○ ○ ○ ○ ○

6
東河環境
センター

南伊豆
エコクリー
ンセンター
東河

焼
却

ストーカ
式（可
動）

准連続
運転

60 2 2002 2027 2022 2037 2047
2019
基幹
改良

基
幹
改
良

基
幹
改
良

竣
工

年
度
末

10 ○ ○ ○ ○

基
幹
改
良

基
幹
改
良

基
幹
改
良

10 ○ ○
建
替

建
替

建
替

稼
働

焼却施設整備予定一覧（賀茂地域）

　各施設の更新検討期間

広域化計画計画期間
（令和４年度～令和13年度の10年）

計画作
成期間 人口及び一般廃棄物排出量・処理状況・施設整備状況等の推定期間（令和４年度から30年後（令和34年））

新築又は建替後の稼働開始からの耐用年数分（一般的に２０～２５年）

基幹改良後の使用年数分（循環型社会形成推進交付金を活用した場合、最低１０年使用する必要有り）

○ 更新検討期間（新設：稼働開始年度＋20年～稼働開始年度＋45年　　基幹改良：稼働開始年度＋10年～）

地
方
公
共
団
体
名

広
域
化
ブ
ロ
ッ
ク

施
設
名
称

施
設
の
種
類

処
理
方
式

炉
型
式

処
理
能
力

炉
数

使
用
開
始
年
度

更新
基準年
(稼働
開始
+25年）

更新検討期間

整
備
状
況

更新・
基幹
改修
（現
時点
把握
状況）

備考　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開始
（稼
働
開始
＋20
年）

終了
①
（稼
働開
始＋
35
年）

終了
②
（稼
働開
始＋
45
年）

０

Ｒ２時点の状況（単独整備となった場合、下田市はＲ５、南伊豆町はＲ４より建替予定であった）

ケース1（広域化計画始期） ケース2（広域化計画終期） ケース3
（長期的な展望）

広域化計画

では最終的

に、賀茂地

域が１つの

広域処理の

枠組みを想

定している

＜R3.9末時点＞

・処理方式：ストーカ式　⇒合意済

・事務主体：一部事務組合⇒合意済

・施設能力：58t/日（試算）
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少子化社会における教育の維持（中山間地域等の小規模高校と魅力化）

（高校教育課）

県立高等学校の全日制過程の規模については、おおむね 1 学年６～８学級が

適正であると考える。中山間地域等の小規模校については、近隣の学校との再編

整備による教育環境の改善・充実が困難な場合、教育を受ける機会を保障する観

点等を踏まえ、小規模校（1学級規模の生徒募集になった場合は分校等）として、

教育環境の充実に努めるものとしている。

全日制

・6～8学級（1学級 40 人）
定時制 通信制

小規模高校

生徒募集停止

小規模校における教育環境の充実

（課題）

・部活動、学校行事の充実

・外部の教育機関等との連携

（対応）

・オンリーワン・ハイスクール指定

(国の普通科改革を踏まえて普通科

の在り方等を研究)

・地域外から受入（川根・土肥分校）

・宿舎の整備（川根・佐久間分校・土

肥分校）

・遠隔教育での単位認定（土肥分校・

佐久間分校）

分校

1 学級規模の生徒募集

2年連続で入学者が 15 人未満

1学年 4学級以下

再編整備の検討

中山間地域等で再編困難

閉校

地元自治体と調整（都市部への通学

バスや寄宿舎整備など）

資料７
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賀茂地域学校魅力化協議会

（賀茂地域広域連携会議 教育委員会の共同設置専門部会

（賀茂１市５町及び県教育委員会））

１ 概要

・賀茂地域の高等学校の魅力化を図るため、平成31年２月に立ち上げ

・本会を賀茂地域広域連携会議教育専門部会が兼ね、各地域でそれぞれの協議会を

設置（既存の組織含む）

・各地域の協議会には、学校、行政、教育委員会、地域住民、商工会等が参加

２ 取組

新型コロナウイルス感染症拡大により、各地域の協議会が開催困難な状況となっ

ているが、地域と高校、学校間の連携は様々な形で行われている。

○西豆地域教育研究協議会

【構成員】行政、議会、教育委員会、小中高校

【取組】（R3.5.19 協議会で報告）

・松崎高校教員が松崎中学、西伊豆中学で授業実施

・松崎中学教員が松崎高校で授業実施

・中学・高校の公開授業

・高校教員の中学校一日体験研修

・部活動交流（ソフトテニス研修大会、スポーツ教室等）

・交流事業

合同挨拶運動、合同美術教室、合同美術鑑賞教室

キッズイングリッシュ、ジオパーク学習会、「西豆学」合同発表会

合同進路ガイダンス、合同美術・書道展

・新任教員研修（町内めぐり）、松崎高校一日体験入学

・幼保小中高 PTA 指導者研修会

○賀茂地域学校魅力化

協議会（本会）

（→賀茂地域広域連携会議

教育専門部会）

・各学校協議会の情報共有

・全体的方向性の検討

（下田高校魅力化含む）

○松崎高校（松崎町・西伊豆町）

西豆地域教育研究協議会

○稲取高校（東伊豆町・河津町）

稲取高校魅力化推進協議会

○下田高校南伊豆分校（南伊豆町）

南伊豆分校魅力化推進協議会
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○稲取高校魅力化推進協議会

【構成員】行政、教育委員会、小中高校、区長会、商工会、観光協会等

【取組】

＜R2協議会（11/5開催）での報告事項＞

・東伊豆町・河津町へ町所有のバス利用が実現し、部活動遠征に利用

・東伊豆町で学校だよりの回覧板配布や、町のホームページに稲取高校のバナ

ーが掲載され、情報発信力が強化

・東伊豆町・河津町所有施設利用時の減免措置（体育センター、河津バガテル

公園等）

・長期的取組についての意見交換

専門学科の設置

町と連携した給食提供

地域連携活動、専門学校や大学とのつながりの強化 など

＜R3＞

・協議会は調整中

・東伊豆町役場・教育委員会、商工会と高校が連携し「地域創生・活性化事業」

（１年生対象。地元の経済・企業の状況を知る）を立ち上げ予定（12月）

○南伊豆分校魅力化推進協議会

【構成員】行政、教育委員会、小中高校、PTA、区長会、商工会、観光協会、JA 等

【取組】

＜Ｈ30～R１＞

・下田高等学校南伊豆分校学校農業クラブ活動支援事業（令和元年より）

農業クラブ活動（生徒大会参加移動費（バス借上げ料）等支援

・町民に対する生徒活動発表会

（令和元年度実施、翌年よりコロナ対策で地元ケーブルテレビにて放映）

＜R２～R３＞（R3 は 10 月 26 日開催）

・南伊豆分校グランドデザインについての意見交換

・町（商工観光課、企画課地方創生室）と連携したキャリア教育

３年生 町キャリアカウンセラーの活用（講演及び模擬面接）

２年生 インターンシップでの企業とのマッチング支援、

インターンシップ受け入れ先とのキャリアカフェの実施

・「総合的な探究の時間」等への協力

・町内小中学校との連携

教職員の合同研修会（生徒指導）、ＰＴＡの合同研修会（学力向上）、

はごろも夢講演への中学２年生の参加、南伊豆中学校との相互授業公開 等
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（報 告） 令和３年10月

賀茂地域の高等学校の現状

（教育委員会 高校教育課）

１ 当該地域の高等学校の充足状況

２ 賀茂地域の児童、生徒数の状況

募集定員 240 240 240 240 240 240 240 240 200 200
入学者数 242 238 241 236 237 224 224 200 181 187

定員との差 2 ▲ 2 1 ▲ 4 ▲ 3 ▲ 16 ▲ 16 ▲ 40 ▲ 19 ▲ 13
募集定員 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40
入学者数 31 35 40 40 40 23 36 18 19 22

定員との差 ▲ 9 ▲ 5 0 0 0 ▲ 17 ▲ 4 ▲ 22 ▲ 21 ▲ 18
募集定員 120 120 120 120 120 120 80 80 80 80
入学者数 101 120 105 108 109 107 76 75 83 58

定員との差 ▲ 19 0 ▲ 15 ▲ 12 ▲ 11 ▲ 13 ▲ 4 ▲ 5 3 ▲ 22
募集定員 120 120 120 120 120 120 120 80 80 80
入学者数 107 102 106 95 99 101 84 70 76 73

定員との差 ▲ 13 ▲ 18 ▲ 14 ▲ 25 ▲ 21 ▲ 19 ▲ 36 ▲ 10 ▲ 4 ▲ 7
募集定員 520 520 520 520 520 520 480 440 400 400
入学者数 481 495 492 479 485 455 420 363 359 340

定員との差 ▲ 39 ▲ 25 ▲ 28 ▲ 41 ▲ 35 ▲ 65 ▲ 60 ▲ 77 ▲ 41 ▲ 60

募集定員 22,240 21,920 22,325 22,085 21,890 21,815 21,535 21,020 20,460 19,340

入学者数 22,346 21,989 22,326 21,949 21,942 21,687 21,279 20,661 19,507 18,112

定員との差 106 69 1 ▲ 136 52 ▲ 128 ▲ 256 ▲ 359 ▲ 953 ▲ 1,228

R3

下田高校

高校/年度 29 3027

賀茂地域
４校合計

(参考）
全県合計

28

松崎高校

24 25

稲取高校

南伊豆分校

当該地区高校
入学者の状況

R226 31

高 校 入 学 年 度 H31(R1) R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
現 在 の 学 年 高３ 高２ 高１ 中３ 中２ 中１ 小６ 小５ 小４ 小３ 小２ 小１
下 田 市 145 144 160 137 132 146 137 133 139 115 131 107
東 伊 豆 町 83 83 68 71 58 69 63 60 57 51 58 55
河 津 町 63 57 61 60 51 64 44 55 44 48 50 42
南 伊 豆 町 52 76 55 59 62 49 42 53 62 43 44 44
松 崎 町 41 47 35 41 43 28 38 29 32 33 26 22
西 伊 豆 町 59 47 68 38 47 38 38 35 38 33 24 28

計 443 454 447 406 393 394 362 365 372 323 333 298

出典：学校基本調査
・小１～中３　令和３年５月１日現在の小学校、中学校在籍者の速報値
・高１～高３　各市町における中学校卒業者の実績値（R3年度高１入学＝R2年度中学校卒業）
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ふじのくに魅力ある学校づくり推進計画 
（静岡県立高等学校第三次長期計画） 

―  平 成 40年 度 （ 2028年 度 ） を 見 通 し て  ― 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年３月 

 

静岡県教育委員会 
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20 

 

入学者が著しく減少することも予想され、その場合には、授業、部活動、学校行事な

どの教育活動が制限されるなど、著しく教育環境が低下することが懸念される。 

 

イ 中山間地域等の小規模校の基本方向 

 中山間地域等に置かれている高等学校については、近隣の学校との再編整備（統

合）による教育環境の改善・充実が困難な場合には、教育を受ける機会を保障する観

点等を踏まえ、引き続き、小規模校（１学級規模の生徒募集になった場合には分校

等）として、教育環境の充実に努めるものとする。 

小規模校における教育環境の充実については、一定の規模を有する高等学校（本校

等）との学校間連携や外部の教育機関との連携を図ることで、多様な学習機会の確保

に努めるものとし、その際、地理的な要因から連携が難しい地域もあることから、Ｉ

ＣＴを活用した遠隔教育システムの研究を促進する。   

 また、地域の協力なくして学校の存続は難しいことから、地元自治体との共通理解

を図りつつ、協力・支援を得た方策等を検討する。具体的には、地域資源や地域人材

を活用した機能的連携による教育内容の充実を図るとともに、他県において取組が広

がっている地元自治体の移住施策とタイアップした県外からの生徒募集については、

生徒の受入環境（下宿、寄宿舎、生活に関する支援等）が整っている地域の高等学校

で実施し、成果や課題を検証する。 

なお、１学級規模の分校等にあっては、前述した方策等を行った上でも、２年連続

して入学者が15人を下回った場合には、授業、特別活動、部活動などの教育活動が制

限されるため、高等学校教育の質の保障等の観点から募集を停止する。その際には、

当該地域の生徒が他地域で高等学校教育が受けられるよう、例えば、都市部の高等学

校へ通学するためのコミュニティーバスや寄宿舎を整備するなどの方策について、地

元自治体との調整を図るものとする。 

 

  (2) 県立高等学校の全日制課程の配置等の在り方 

  

ア 県立高等学校の全日制課程の配置等の現状と課題 

県立高等学校の全日制課程は、平成29年５月現在で88校（分校５校を含む）に設置

されているが、生徒数の減少に伴い、多くの高等学校では規模の縮小化が進んでいる。

引き続き、生徒数の減少が見込まれる中で、学校経営の観点等も踏まえ、充実した教

育を実施するためには、一定の学校規模が必要であり、より良い教育条件の整備確立

を図るための再編整備が必要になっている。 

ただし、高校教育の機会均等を図る観点から、都市周辺部や中山間地等においても、

生徒にとって通学可能な範囲に高校が配置されていることが望ましく、地域バランス

や設置学科の実情等にも配慮する必要がある。 
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イ 県立高等学校の全日制課程の配置等の基本方向 

 

   (ｱ) 適正規模の基本方向 

県立高等学校の全日制課程の規模については、次のような理由から、生活集団とし

ては、おおむね１学年６～８学級が適正であると考える。 

・教員・生徒間及び生徒相互間の望ましい人間関係の形成に資する規模であること。 

・学年行事、学校行事等が円滑かつ効果的に実施できる集団の大きさを確保できる規

模であること。 

・各教科、特別活動等の教育課程の充実に必要な教職員数を確保できる規模であるこ

と。 

ただし、適正規模については、これを「標準規模」ととらえ、専門学科等教育内容

の特色や生徒及び地域の実情等を踏まえ、弾力的に考えるものとする。 

 

    (ｲ) 適正配置の基本方向 

県立高等学校の全日制課程の配置については、充実した教育を実施するには一定の

学校規模が必要であること等から、１学年４学級以下になるような生徒数の少なくな

る学校、当該学区又は地区の産業従業者数等に見合った規模になっていない学校等を

対象に、発展的に将来を見据えた新構想高等学校への改編（再編整備）を検討する。 

なお、１学年４学級以下の学校であっても、次のような観点から弾力的な対応を行

うものとする。 

・教育の機会均等に努める必要があり、過疎地域であること等の当該高等学校が置か

れている地域の実情に配慮すること。 

・県内唯一の学科であること等の設置学科の特質に配慮すること。 

・通学の利便性や経済的負担等の問題もあることから、都市部だけに集中することな

く、地域ごとに高等学校が適正に配置されるよう配慮すること。 

 

   (ｳ) 適正な学級編制の基本方向 

県立高等学校の全日制課程における１学級の生徒の数は、現行の「公立高等学校の

適正配置及び教職員定数の標準等に関する法律」に基づき 40 人を標準としているが、

今後、長期欠席生徒選抜を実施している高等学校のほか、過疎地域等に置かれている

高等学校においては、中学校卒業者数の動向や進学状況等を踏まえるとともに、全県

的な視野に立ってより適切な生徒募集計画を策定する観点から、弾力的な対応を検討

する。また、専門学科等においては、必要とされる教育の充実を図る観点から、学校

や学科の教育内容の実情等に応じて弾力的な対応を検討する。 
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令和３年９月

（件 名）

２－０２８ 県立川根高等学校における川根留学の取組

１ 導入の経緯

川根地区の中学校卒業者数の減少が見込まれるなか、川根高等学校の学校規模の維持、

活性化を目的に、平成 26 年度から県内の他地区から生徒を受け入れる「川根留学」を始

めた。平成 30 年度からは、川根本町の意向及び協力のもと、県内で唯一、全国募集を実

施している。

２ 学校の概要

３ 川根留学の取組

(1)入学者数及び地域の中学卒業者数の推移（R3.5.1 現在）

(2)川根留学生の入学実績（県内：平成 26 年度入学者選抜～、全国：平成 30 年度入学者選抜～）

実績← →推計
高３ 高２ 高1 中３ 中２ 中１ 小６ 小５ 小４ 小３ 小2 小１

川根､中川根､本川根 56 57 64 50 60 50 45 75 64 63 45 62

川根高校入学者数 61 41 43

内訳(地区内) 29 16 19

内訳(川根留学生：県内) 26 23 23

内訳(川根留学生：県外) 6 2 1

定員との差 ▲ 19 ▲39 ▲ 37

当該地区中卒者数及び

当該高校入学者状況

H31
R1

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（高校教育課 学校づくり推進班）

沿革
・昭和 38 年 4 月 静岡県立藤枝東高等学校 川根分校として設置

・昭和 41 年 4 月 静岡県立川根高等学校として独立

学校規模 普通科２学級（１学年 80 人募集） 収容定員 240 人

在籍生徒数(R3) １年：43 人、２年：40 人、３年：57 人 計 140 人

出身中学校別

（割合）(R3)

①中川根 37 人(26.4%)、②本川根 12 人(8.6%)、③川根 14 人(10.0%)、

④その他 77 人(55.0%)

※①②③は連携型中高一貫教育実施校（平成 14 年度～）

進路先

(R3.3 卒業生)

①大学・短大 13 人(28.9%)、②専門学校 4人(21.1%)、

③就職 17 人(50%)、④その他 0人(0%) 卒業生計 34 人

入学年度 H30 H31（R1） Ｒ２ Ｒ３

留学生数（人）
計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

22 14 ８ 32 24 ８ 25 18 ７ 24 17 ７

うち県外 ０ - - ６ ４ ２ ２ ２ - 1 １ -

県外生出身地 -
東京・埼玉・神

奈川(2)・山

梨・愛知

神奈川(2) 大阪(1)

（参考）県外志願者 ０人 ８人 ３人 １人
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(3)川根本町の取組み

全国募集開始にあたっては、川根本町が寄宿舎等の整備、公設民営塾の設置、奨学

金の給付等を実施している。

４ 川根留学に係る県外広報（主な取組）等

(1)令和３年度（計画） ※新型コロナウイルスの影響により随時変更

・ (一財)地域・教育魅力化ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ主催「地域みらい留学フェスタ」等へ継続参加

・ 一日体験入学、オープンスクール等による川根留学生等への広報

・ ＺＯＨＯ等地域企業との連携による学校の魅力化

(2)令和２年度（実績） ※新型コロナウイルスの影響により当初予定から大幅に変更があった

(3)令和元年度（実績）

時期 内容

６月 ・「地域みらい留学フェスタ」参加（オンライン）

７月 ・川根高校魅力化推進連絡会（７、10、２月(予定)）（川根高校）

10 月
・「地域みらい留学フェスタ」参加（予定）

・１日体験入学（予定）

時期 内容

４月
・川根本町が地域おこし協力隊(川根高校魅力化コーディネーター)を新規採用

・川根高校が魅力化推進室を新設、町と連携強化した広報の取組み

６月
・川根高校魅力化推進連絡会（６、10、２月(予定)）（川根高校）

・「地域みらい留学フェスタ」参加（オンライン）（７～10 月）

９月
・１日体験入学（川根高校）

・Ｅジャーナルにて地域と連携した魅力化の取組について情報発信

10 月 ・県外生徒募集説明会（浜松・静岡）

11 月
・オープンスクール（川根高校）

・川根留学制度紹介冊子「私たちがつくる、かわね Stories」作成（川根本町）

12 月
・ＺＯＨＯとのオンライン交流「インドウィンタープログラム」（川根高校）

・大学と連携した地域魅力化（川根高校、県立大学、静岡大学、常葉大学）

随時

・(一財)地域・教育魅力化プラットフォーム(島根県)に引き続き加入し、同団

体 HP 等で広報

・SNS(インスタグラム、ツイッター、フェイスブック)を活用した広報活動の推進

時期 内容

５月 ・川根高校魅力化推進連絡会（５、10、12 月）（川根高校）

６月

・移住相談会（横浜）

・「一般財団法人地域・教育魅力化プラットフォーム」に加入し、「地域みらい

留学フェスタ」（東京・名古屋）初参加（登録料は川根本町負担）

７月
・静岡県人会（東京）

・１日体験入学（川根高校）

８月 ・移住フェア（東京）

10 月 ・県外生徒募集説明会（浜松・静岡）

11 月 ・オープンスクール（川根高校）

随時
・ＳＮＳ（インスタグラム）を活用した広報活動の推進（県教育委員会広報戦

略改善プロジェクトチームとの連携）
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（件 名） 令和３年６月

２－０２９ 県立伊豆総合高等学校土肥分校の魅力化

（高校教育課 学校づくり推進班）

１ 概要

県立土肥高等学校においては、所在地域の中学校卒業者数の減少を受けて、当該地域

の生徒の教育を受ける機会を保障しつつ、平成 29 年度に分校化を実施した。

その後、平成 30 年度の入学者数が６名となり、静岡県立高等学校第三次長期計画に掲

げる募集停止の基準人数(15 名)を下回ったことから、地域の連携の下、伊豆総合高等学

校土肥分校の魅力化を一層推進するため、土肥分校魅力化推進協議会を設置し、平成 30

年 10 月に第 1回協議会を開催した。

２ 協議会構成員（令和３年度）

・静岡県立伊豆総合高等学校土肥分校 校長、副校長、教頭、事務長、

後援会会長、後援会副会長

・伊豆市立土肥小中一貫校 校長

・伊豆市教育委員会 教育部長、学校教育課長

・静岡県教育委員会高校教育課 学校づくり推進班長、学校づくり推進班主幹

３ 協議題及び開催スケジュール

４ 今年度の取組

・土肥地区外等広範囲からの生徒受入の推進（通学補助、下宿等の整備）

・eスポーツ部、ソフトテニス女子の裁量枠など特色ある活動の実施

・特色ある普通科教育の研究（観光、演劇、遠隔授業関係）

・オンリーワン・ハイスクールによる地域資源の活用による学びの充実

≪参考 今後の生徒数の推移≫

令和3年度学年→ 高３ 高２ 高1 中３ 中２ 中１ 小６ 小５ 小４ 小３ 小２

旧土肥町のみ 19 20 18 12 15 11 23 10 10 11 12 9
募集定員 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35
入学者数 6 21 7 16
定員との差 ▲ 29 ▲ 14 ▲ 28 ▲ 19

所在地域中卒者数及び　　　　　

当該高校入学者の状況
30 31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

対 象 校 県立土肥高等学校（普通科）

本 校

県立伊豆総合高等学校（工業科、総合学科）

・同一市内(伊豆市)の高校であること。

・土肥高校は商業科を併置しており、伊豆総合高校の総合学科（商業

系列）と教育内容の連携が可能である。

開催時期 協議題

第 1 回 平成30年10月 ○ 土肥分校の取組について、土肥分校の更なる魅力化について 等

第２回 平成30年11月
○ 第１回の内容を踏まえた土肥分校の取組(計画)について
○ 土肥分校へのサポートについて 等

第３回 令和元年５月 ○ 入学者選抜の結果について、今後の対応について 等

第４回 令和元年10月 ○ 地域及び行政が一体となった今後の取組について

第５回 令和２年６月 ○ 下宿の公募について

第６回 令和２年７月 ○ 下宿運営協議会の設置について

第７回 令和３年６月
○ 下宿整備の成果について

○ 県外募集の事例共有
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土肥ペンション(土肥分校下宿)の運用開始について

（高校教育課学校づくり推進班）

１ 運営方法

○土肥分校下宿運営協議会(土肥分校後援会の下部組織)と土肥ペンションが使用協定

○土肥ペンションと生徒が入居契約(保護者が連帯保証)

○学校は生徒指導等で協力

２ 運用開始

令和３年４月１日 ※３月 27 日から主に週末を利用して順次入居開始

３ 初年度入居者

令和３年度土肥分校入学者のうち、希望する者（男１名、女３名）

【出身校】男子：島田市初倉中

女子：松崎町松崎中、富士市吉原北中、伊豆の国市長岡中

４ 費用

総額：80,000 円／月

保護者負担 40,000 円／月(保護者が直接土肥ペンションへ支払い)

伊豆市補助 40,000 円／月(伊豆市より協議会へ補助金交付され、協議会が土肥ペンシ

ョンへ実績に応じて支払い)

５ 設備及び食事等の待遇

○ユニットバス、冷蔵庫、エアコン付き一人部屋：男子１階、女子３階

○大浴場：隔日で男女入れ替え、個室のユニットバス(シャワー)は毎日使用可

○食 事：平日の朝食、夕食を提供

土日祝日は別料金でペンションが提供又は地元の弁当屋が提供(調整中)

昼食は学校近くのコンビニで購入又は地元の弁当屋が学校へ配達

○洗濯機：男子３階、女子２階

○通 学：各自でバス又は自転車

○閉寮日：年末年始(12/29～１/３)のみ閉寮

６ その他

○土肥ペンションの最大収容可能人数は２人相部屋で 26 名(13 部屋)

○平日の昼食や土日祝日の食事については、別途個別の費用が発生するので、学校は極

力関与せず、生徒本人と土肥ペンション、保護者へ委ねる方針

○協議会の事務の大部分を実際は学校事務室で担っているため、現場に負担感がある

食費(平日・朝夕食) 40,000 円 室料、光熱水費等 40,000 円

保護者負担 40,000 円 伊豆市補助 40,000 円
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（件 名） 令和３年９月

２－０３０ 県立浜松湖北高等学校佐久間分校の魅力化

（高校教育課 学校づくり推進班）

１ 概要

県立佐久間高等学校においては、所在地域の中学校卒業者数の減少を受けて、当該地

域の生徒の教育を受ける機会を保障しつつ、平成 29 年度に分校化を実施した。

その後、平成 31 年度の入学者数が 14 名となり、静岡県立高等学校第三次長期計画に

掲げる募集停止の基準人数(15 名)を下回ったことから、地域の連携の下、佐久間分校の

魅力化を一層推進するため、令和元年７月に佐久間分校魅力化推進協議会を設置した。

２ 佐久間分校魅力化推進協議会の構成員

・静岡県立浜松湖北高等学校 校長、事務長

・静岡県立浜松湖北高等学校佐久間分校 副校長、教頭、ＰＴＡ会長、同窓会正副会長

・佐久間分校魅力化委員会 地元ＮＰＯ、自治会長、中学校長、小学校長、

協働センター所長、東栄町地域支援課長

・浜松市教育委員会 教育部次長、企画グループ長

・静岡県教育委員会高校教育課 学校づくり推進室長、企画班教育主査

３ 【令和元年以降】魅力化推進協議会の開催スケジュール

４ 令和３年度生徒募集の結果

２年連続して入学者が 15 人を下回った（H31：14 人、R2：14 人）が、地元や学校から

は募集継続の要望は強く、財政協議・出野副知事協議を経て、特例的に令和３年度の募

集を実施することとなった。それを受けて学校の魅力化を推進した結果、令和３年度は

19 人（新入寮生９人を含む）の入学者を確保した。

≪参考 今後の生徒数の推移≫

令和3年度学年→ 高３ 高２ 高1 中３ 中２ 中１ 小６ 小５ 小４ 小３ 小２ 小1

旧佐久間､水窪町 31 32 26 28 18 11 19 18 11 9 19 9 13 11 8

募集定員 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40

入学者数 26 19 24 14 14 19

定員との差 ▲ 14 ▲ 21 ▲ 16 ▲ 26 ▲ 26 ▲ 21

　　※入学者数は所在地域以外からの入学者も含む 確定値← →見込み及び推計値 児童生徒数はR3.5.1現在（学校基本調査）

高校名　　
所在地域中卒者数及び　　　　　

当該高校入学者の状況 28 29 30 31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

佐久間高校 　　　　　　　　　　　　　　　　                              
→H29から分校

年度 回 開催時期 協議題

令和元年度

第１回 R1、７月
○ 佐久間分校の取組について
○ 佐久間分校の更なる魅力化について 等

第２回 R1、10月
○ 寄宿舎運営協議会による啓成寮再開に向けた具体的

取組案について（費用、役割、課題など）

令和２年度 第１回 R2、６月
○ 佐久間分校の募集継続について
○ 佐久間分校の更なる魅力化について 等
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